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結果 ･相互作用が短距離 の場合は ,長距綻対相関は ,平衡か らのず叫の小 さ

い所で ,-殻に減 衰項 を含んだ拡散方程式に従 う車が示 され るE,Cu.rie点

紘 ,無二秩序状態が不安定になる(長距離対相関が時間的に成長する )点 とし

て求 まり,そこでは減 衰項が消えて ,長足巨離相関の緩和過程 は異 常性を示す,.

これ らの結果 は ,現象論 と完全に合致す る｡又 ,菊池氏の pair近似を拡張

して ,対相覇のすべてと三体相関の一 部を状態変数に選んで変分法で求めて

も ,上 と定性的に大体同 じ結果がえられ る,,

稀薄合金の電気抵抗 金 徳 洲 (東大澄 )-

非磁性 的な金属Jj中へ磁性的な金属を数パー セン トない しそれ以下をとか

し込んだ稀薄合金 ,た とえばCurMn等の低温での種 々の特異 な物理的性質

を ,これ らの合金が第2膚の相転移をするか らであるとして説明する立場が

ある., 例 をCurMnにとれば ,帯磁塞が低温で薩大をもった り,この帯磁率

の極大 oj現われ る温蜜あた りで比熱の ピー クが現われた りして ,この稀薄合

金は低塩で反強磁性的になると考え られ ることが多かった口 しか し,通 常の

(皮 )強磁性榛の (ネー}L/)キユ リ-点での様相 とは多少異 なるし ,中性子

回折等に よる直接の検証 もないので ,まだ現象の太質はよ く分 っていない爪

これ らの磁性的な稀薄合金で ,電気抵抗が塩安と共に単調に減少すること

をしないで ,あるところで極小になって ,そこか らは抵抗が増 え出 しさらに

低温の ところで極大になって ,この塩寛より下では減 って行 く,とい う現 象

も割合に普遍的のようであるL, 注 目すべき ことは ,こUj電気抵抗の異 常は磁

気的不純物 の濃嚢の極 めて低いところで顕 著で ,CurR加 でい うと ,心血1の

濃碇が数 パー セン トに もなると消えてしまうことで ある,,この現象を ,

Zenerのモデルを用いて ,伝導電 子の局在 スピンに よる臨界散乱で説明す

ることを試みるO電気抵抗は局在 ス ピンの対相関で記述 されるが ,高温では

この対相関は帯磁率に他な らない( キュ リー (ネ-ル )点で帯磁率 の発散 す
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二次 の相転移

ることが電気抵抗の ピー クの原因であると考 えるn局在 ス ピン問のa_uderman-

Kittel蜜 の相互作用を分 子場近 似で顧扱い-,高温で･Jjス ピンの対寿闘嘉を求

め ,こCu対相関の発散す る漁家としてキユ7)- (ネーJL/)点 を定義 してや る

と以上の考えが実現 され る〔

分 子場近 似で求 めたキユ _リ-温寛は不純物 の濃 蜜に比例するが ,実際はそ

うでな く ,その濃密依存性 は佐渡寝で急で ,高濃 密になるとゆ るやか になる〔

われわれの求 めた対相関函数 は ,現 状では ,この三春実を反映 していないが ,

この事実を現象論的に考慮 してやると濃 匿の増 加と共に抵抗の異 常のゆるや

かになって行 くこともこ理解 されるOわれわれ.jj結果 に よれば ,キュ リー温 変

の濃蜜依存性 の急 なと ころで抵抗の異清は著 しいUjであるO勿論 ,不純物の

濃密が増 えて行 くに したがっ て不純物原子の電子状態 が変化する ことも考慮

すべ きで あろ うn

不純物 の濃更の高い複隈 の一例 としてGd の抵抗の温憂変化 を調べ てみる

と ,われわれの結論 とよく符合するようで ある∩

合金 の電気抵抗 高 庇 勲 (静大文理 )

合金の転子配列の空間的なゆ らぎは伝導電 子の散乱 をひき起 し ,したがっ

て電気抵抗の坂因 となる〔 電気抵抗の こJj様 な部分 (JOとす る )の忠.在依存

性をTc 近 くで しらぺる,, その際散乱確率 にあらわれ てくる原子配列 の不規

則性に関係する量をLarldaiiの現象論 (Landau,統計物理学 §115)を用

いて評価す る∩ それ故 こゝで行 う計算は ,short ra汀geな fluctuation

の影響が問題にな る場合には余 り妥 当でな く ,散乱 に際 してmomentum

transferが小 さい こと ,したがって叉伝導電 子のFermi球が小 さい こと

が必要であるO

(aj solid solution (例 ,fl-rAs-Te 系 : Parrott,J.Phys.

Chem.Soiids25(1962), 1457),或はAB合金 における order<-
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